
（一社）東北ニュービジネス協議会
≪　2014年　7月TNBトークインサロンのご案内　≫
―知的財産と高度技術を生かしてー
東北を世界の医療機器創生拠点に
講師：　　知と医療機器創生宮城県エリア　プロジェクトディレクター　後藤　順一　氏
◆日時 ： 平成26年7月25日（金）　講演18：30　～　19：30　　交流会19：30　～　20：45　　

◆会場 ： アイリス青葉ビル 9階　（旧仙台三和ビル）　（仙台市青葉区中央２－1－7）
◆参加費 ： 協議会会員　3,000円、非会員の方　3,500円（含、交流会費）
先端技術を駆使した高度医療機器の開発は、健康で安心して暮らせる質の高い生活を実現するうえで、新規医薬品、再生医療等の開発と共に極めて重要です。しかし、我が国の医療機器市場は世界の10%程度を占めますが、海外製品への依存度が極めて高く、今後拡大が見込まれるアジア地域をはじめとする海外市場への参入どころか、国内市場さえ海外企業の進出に一層さらされると懸念されています。こうしたグローバリゼーションが進む中、エリアという企業集積・連合体概念を取り込んだ医療機器開発への取り組みが極めて重要になりますが、いまだ企業という点として医療機器を開発・製造しており、海外のシリコンバレー、メディカルバレーというエリア（面）での取り組みに大きく立ち遅れています。

[image: image1.emf]一方、先の東日本大震災時には部品供給が途絶え医療機器製造が極めて深刻な状況になったように、東北地方の部品供給シェアは大変に高く、高度な技術を持つ企業が多数存在しています。また、東北大学は我が国唯一の医工学研究科、さらには工学研究科と医療機器開発シーズを豊富に有し、機器開発の最終段階で必須な臨床試験・治験を支援する東北大学病院臨床研究推進センターも備えています。このように、宮城県をはじめとして東北地方には、医療機器製品製造の基盤は整っており、企業、大学、自治体、開発資金を支援する金融機関が強く連携することで、継続的に医療機器を創出する拠点を構築することができます。部品提供が主体となっている東北地方から、付加価値の高い製品を世界に出すことは、東日本大震災からの復興、再生を越えて発展へと繋げることに大きく貢献します。この度、復興庁・文部科学省の地域イノベーション戦略支援プログラム（東日本大震災復興支援型）の支援を得て、こうした事業を展開している知と医療機器創生宮城県エリアの後藤順一プロジェクトディレクターを迎えて「東北を世界の医療機器創生拠点に」と題してご講演を頂くことになりました。多くの皆様のお越しをお待ちしております。

　≪　プロフィール　≫
■　知と医療機器創生宮城県エリア　プロジェクトディレクター　後藤順一

■　東北大学戦略スタッフ、東北大学特任教授、

■　経歴
1944年　東京都江戸川区生

　　　　　　
1991年　東北大学大学院薬学研究科教授

2002年　東北大学大学院医学系研究科教授（東北大学病院薬剤部長併任）


2007年　定年退職、東北大学特任教授（病院経営担当）


2009年　知的クラスター事業「先進予防型健康社会創生仙台クラスター」研究統括・事業総括


2010年　現職
「TNBトークインサロン」、さらに「TNB定例会」で取り組みたい企画など、ぜひ情報をお寄せください。
お問合せ先：（一社）東北ニュービジネス協議会   TEL： 022-261-5817   e-mail：info@tnb.or.jp

	（一社）東北ニュービジネス協議会事務局　行　　　　         　　　　 ＦＡＸ：０２２－２６１－２８９０


「トークインサロン参加申込書」　〔平成26年7月25日（金）開催〕
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　役職名

	


氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

	


<<お知らせ≫ 皆様からの個人情報は、当協議会からのトークインサロン開催案内などに利用目的を限定し、協議会内にて厳重に管理し、ご本人様の同意なしに第三者に開示、提供することはありません。
また、ご参加の方々で、当日の配付リストに氏名、会社名、役職の記載を辞退される方は、恐縮ですが
下記の□にチェック（✓）をしてお申し出下さい。　　□　氏名、社名、役職の記載を辞退する。

